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永年の功績をたたえて
永年にわたる活動や顕著な功績により、各賞を受賞した皆さんをご紹介します。

令和元年度魚沼市褒賞

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
）

社
会
福
祉
功
労

小
出
地
区

　
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

物
品
の
寄
贈

（
行
政
及
び
環
境
保
全
へ
貢
献
）

篤
行
者

株
式
会
社
ノ
ジ
マ

黄綬褒章
（業務精励）

専
門
技
能
功
労

久
保
田
　
誠 

さ
ん

総務大臣表彰
（救急功労者）

消
防
功
労

桑
原
　
　
治 

さ
ん

農林水産大臣賞受賞
（県切花共進会：オリエンタルユリ）

農
林
水
産
功
労

渡
辺
　
一
明 

さ
ん

警察庁表彰
（少年補導栄誉金賞）

警
察
功
労

関
矢
　
良
憲 

さ
ん

健康づくり功労者県知事表彰
（公衆衛生事業）

公
衆
衛
生
功
労

永
瀬
　
敏
明 

さ
ん

歯科保健功労者県知事表彰
（歯科保健事業）

公
衆
衛
生
功
労

渡
邊
　
聖
子 

さ
ん

私立保育園園長
（永年勤続）

社
会
福
祉
功
労

山
本
　
都
子 

さ
ん

伝統芸能保存伝承
（永年勤続）

文
化
振
興
功
労

目
黒
　
コ
ト 

さ
ん

市立病院運営審議会委員
（永年勤続）

保
健
功
労

友
野
　
光
子 

さ
ん

消防団
（永年勤続）

消
防
功
労

佐
藤
　
政
年 

さ
ん

消防団
（永年勤続）

消
防
功
労

浅
井
　
優
美 

さ
ん

消防団
（永年勤続）

消
防
功
労

渡
邉
　
忠 

さ
ん

消防団
（永年勤続）

消
防
功
労

渡
邉
　
英
和 

さ
ん

瑞宝双光章
（学校保健功労）

教
育
功
労

宮
　
　
正
伻 

さ
ん

瑞宝双光章
（郵政事業功労）

郵
政
功
労

遠
藤
　
民
雄 

さ
ん

瑞宝小綬章
（教育功労）

教
育
功
労

星
　
　
　
勉 

さ
ん

旭日双光章
（地方自治功労）

自
治
功
労

下
村
　
浩
延 
さ
ん

瑞宝単光章
（警察功労）

警
察
功
労

熊
木
　
　
篤 

さ
ん

保護司
（永年勤続）

更
生
保
護
功
労

岡
部
　
計
夫 

さ
ん

一

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
）

精
神
福
祉
功
労

魚
沼
市
家
族
会

消
防
功
労

米
山
　
正
明 
さ
ん

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章受章（消防功労）

消
防
功
労

大
竹
　
真
人 

さ
ん

消
防
団

（
永
年
勤
続
）

学校保健及び学校安全表彰
（学校歯科医）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

黒
岩
　
　
茂 

さ
ん

秋
の
叙
勲

国
務
大
臣
表
彰

（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）

瑞
宝
単
光
章

米
山
　
正
明 

さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
）

魚
沼
市
家
族
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
）

小
出
地
区

　
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

消
防
職
員
と
し
て
永
年
に
わ
た

り
危
険
業
務
に
精
励
さ
れ
、安
心・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
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問 税務課　☎７９２・９７５１
　
『
給
与
、
公
的
年
金
以
外
の
収
入
が

２０
万
円
以
下
は
申
告
不
要
』
は
所
得
税

の
み
で
す
。

　

市
県
民
税
の
申
告
は
、
収
入
が
給
与

の
み
や
、
公
的
年
金
の
み
の
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
所
得
と

し
て
、不
動
産
所
得
（
年
貢
含
む
）
や
、

農
業
所
得
、
営
業
所
得
等
が
あ
る
場
合

は
、
そ
れ
が
２０
万
円
以
下
で
も
、
申
告

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
に
つ
い
て
は
、
申
告
は
不
要
で
す
。

　
営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産
所

得
の
申
告
に
は
「
収
支
内
訳
書
」、
ま

た
医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」の
作
成
が
必
要
で
す
。

　
「
収
支
内
訳
書
」
や
「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
作
成
に
つ
い
て
、
事
前
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
２
月
か
ら

始
ま
る
申
告
相
談
会
前
に
湯
之
谷
庁
舎

の
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Check!２申
告
前
に
収
支
内
訳
書
等
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い

　

収
入
が
「
障
害
者
年
金
」、「
遺
族
年

金
」、「
失
業
手
当
」
等
の
非
課
税
収
入

の
み
の
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
所
得
証
明
が
必
要
な
場
合

や
、
各
種
制
度
に
お
い
て
必
要
な
場
合

は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Check!３非
課
税
収
入
の
み
の
人
は
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

市県民税申告に
　     関するお知らせ

油断していませんか？

　冬の準備はできましたか？魚沼の冬の生活で避けては通れない雪下ろ
し・除雪作業。毎年のことで慣れていると油断していると、大きな事故
につながりかねません。11 月 2 日㈯に行われた「雪下ろし転落事故防
止講習会」の一部をご紹介しますので、今一度安全対策を見直しましょう。

内要援護世帯に対し、屋根除雪または門払いの援助を行
います（除雪業者等はご自分で探していただきます）。
◎対象となる世帯
①６５歳以上の高齢者世帯
②ひとり親世帯（親と１８歳未満の子（当該年度１８歳に
到達する子を含む）のみの世帯）
③身体障害者手帳１～４級、療育手帳Ａ、Ｂ、精神障害者
保健福祉手帳１～２級のいずれかを有する障害者の世帯
④①～③に該当する者と女性もしくは女性のみで構成さ

れている世帯
⑤その他市長が認める要援護世帯
￥利用者負担金
・屋根雪…１時間５００円　・門払い…１回１５０円
※地域ごとに決められている限度時間（回数）を超え
た分の除雪費用は、全額自己負担となります
〆申請は随時受け付けています。
申各地区の民生委員を通じて申し込みください。ご不明
な点は介護福祉課までお問い合わせください。

負
傷
し
た
人
の

　
　
　
約
６
割
の
人
が
入
院

除
雪
中
の
事
故
の
４
分
の
３
は

　
　
　
転
落
事
故
に
よ
る
も
の

安
全
装
具
を

　
　
　
身
に
付
け
て
い
な
い

　

雪
下
ろ
し
転
落
事
故
に
よ
る
負
傷
者
は
、

６０
～
７０
歳
代
の
男
性
が
多
く
、
け
が
を
し
た

約
６
割
の
方
が
入
院
し
て
い
ま
す
。
重
症
に

な
り
や
す
く
、
後
遺
症
や
最
悪
の
場
合
死
亡

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。

　

運
動
能
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
や
雪
下
ろ

し
経
験
の
少
な
い
人
に
よ
る
作
業
は
、
転
落

事
故
の
発
生
率
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
下
ろ
し
・
除
雪
中
の
事
故
の
多

く
は
、
融
雪
等
に
よ
り
む
き
だ
し
に
な
っ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
の
硬

い
地
面
に
転
落
し
て
い
ま
す
。
屋
根
だ
け
で

な
く
、
ハ
シ
ゴ
や
脚
立
か
ら
の
転
落
が
非
常

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
安
全
帯･

命
綱
と
い
っ
た
安
全
装
具

を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
油
断
は
、

重
大
な
事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

！
安
全
に
除
雪
す
る
た
め
に

■
安
全
設
備
・
装
備
を
備
え
る
こ
と

■
は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
固
定
す
る

■
作
業
は
一
人
で
行
わ
な
い

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
、
安
全
帯
や
命
綱
を

使
い
、
建
物
に
は
安
全
帯
・
命
綱
を
固
定
す

る
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

魚
沼
市
建
築
組
合
（
☎
７
９
８・
２
０
０
８
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

は
し
ご
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
屋
根
に
対
し

て
ま
っ
す
ぐ
設
置
し
、
は
し
ご
の
足
元
と
上

部
は
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
は
し
ご

の
昇
り
降
り
は
慎
重
に
行
い
、
屋
根
に
移
る

時
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
の
作
業
で
事
故
が
起
き
た
場
合
、
発

見
が
遅
れ
、
重
大
な
状
態
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
事
故
等
に
備
え
、
声
を
か
け
合

い
な
が
ら
二
人
以
上
で
作
業
を
し
ま
し
ょ

う
。
や
む
を
え
ず
一
人
で
行
う
場
合
で
も
、

家
族
や
隣
人
に
声
を
か
け
る
な
ど
し
て
か
ら

作
業
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
携
帯
電
話
等
の

連
絡
で
き
る
も
の
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ご活用ください

令和元年度軽度生活支援事業（除雪援助） 問 介護福祉課
☎７９２・９７５５

Check!１市
県
民
税
は
『
給
与
、
公
的
年

金
以
外
の
収
入
が
２０
万
円
以

下
』
で
も
申
告
が
必
要
で
す

に
お
い
て
は
、
公
衆
用
道
路
や
店
舗
・
駐
車

場
の
消
雪
の
ほ
か
、
自
宅
敷
地
・
屋
根
雪
の

消
雪
に
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
利
用
し
て
い

る
ご
家
庭
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
地
下
水
は
、
無
尽
蔵
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
冬
場
一
斉
に
地
下
水
を
汲
み
上
げ

る
こ
と
が
原
因
で
、
水
位
が
低
下
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
８
か
所
で
地
下
水
位
の
観

測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
雪
の
年
に
は
、
水

雪
国
に
と
っ
て
消
雪
に
使
用
す
る
地

下
水
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
地
下
資
源
で
す
。
冬
季
期
間

地下水を適正利用するために ･･･

１．散水したままにせず、降雪状況に応じて
      こまめにポンプのスイッチを切り替えたり、
　　最新の降雪検知器を設置したりしましょう
２．道路や駐車場への過剰な散水は避けましょう
３．雪が止んだら消雪用の散水はやめましょう
４．降雪検知器等の点検や調整を十分に行いま
　　しょう

【地下水位グラフ（沢田観測井）】

大雪の年は、水位が
大きく低下します。

(m)

※市ホームページで公開中

地
下
水
の
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

位
が
大
き
く
低
下
し
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

　

水
位
が
低
下
す
る
と
、
消
雪
パ
イ
プ
が
機

能
し
な
く
な
っ
た
り
、
消
雪
用
の
水
が
出
に

く
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人
一
人
が
節
水

を
心
が
け
、
地
下
水
の
適
正
利
用
に
努
め
ま

し
ょ
う
。 問 

建
設
課　
☎
７
９
９・４
６
０
１

雪下ろし・除雪作業 に
　　　　　　ご注意を !!

問 消防本部警防課

☎７９３・０１１９
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問 生涯学習課　☎７９４・６０７３

写真：六十里越三渕沢

■
選
定
箇
所

　

穴
沢
、細
野（
三
茶
峠
）、大
倉
沢
、三
渕
沢
、

東
中
、
下
倉
、
田
戸

■
概
要

　
「
会
津
街
道
‐
六
十
里
越
」
は
、
堀
之
内

で
三
国
街
道
と
別
れ
、
破
間
川
沿
い
に
上
流

へ
向
い
、
大
白
川
新
田
か
ら
浅
草
岳
の
南
側

鞍
部
を
越
え
て
福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町
に

通
じ
る
県
境
の
峠
道
を
い
い
ま
す
。
魚
沼
地

方
と
奥
会
津
地
方
を
結
ぶ
街
道
で
、
中
世
に

は
軍
事
用
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
近
世
に
な
る
と
、
暮
ら
し
の
道
と
し
て

日
用
雑
貨
類
や
綿
布
な
ど
が
運
ば
れ
た
ほ

か
、「
越
後
縮
」
の
原
料
と
し
て
奥
会
津
で

生
産
さ
れ
た
青あ

お
そ苧
が
六
十
里
を
通
っ
て
小

出・堀
之
内
に
卸
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
選
定
箇
所

　
栃
原
峠（
既
選
定
箇
所（
旧
大
和
町
）の
北
側
）

■
概
要

　
「
佐
渡
路
‐
三
国
街
道
」
は
、
日
本
海
側

と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
主
要
な
街
道
の
一
つ

で
、
幕
府
の
佐
渡
金
山
の
開
発
に
伴
っ
て
整

備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
堀
之
内
は
水
陸
交

通
の
要
衝
に
位
置
し
、慶
長
年
間（
１
５
９
６

～
１
６
１
５
年
）
に
は
三
国
街
道
の
宿
場
と

し
て
盛
え
、
魚
野
川
の
水
運
が
盛
ん
に
な
る

に
伴
い
商
業
化
が
進
み
、
十
日
町
や
小
千

谷
と
並
び
縮
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
堀
之

内
～
浦
佐
間
を
走
る
栃
原
峠
は
寛
永
年
間

（
１
６
２
４
～
１
６
４
３
年
）
に
開
削
さ
れ
、

魚
野
川
を
渡
る
必
要
が
な
い
最
短
の
街
道
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

新規
「
会
津
街
道
‐
六
十
里
越
」

追加
「
佐
渡
路
‐
三
国
街
道
」

下倉と東中の間

六十里越道標
（東中・山口境）

堀之内宿行き

栃原峠

▲

▲

▲

▲

歴史ある街道をぜひ体験してください
魚沼市は、「会津街道 ‐ 六十里越」と「佐渡路 ‐ 三国街道」が交差し、「歴史の道の結節点」であったこ
とがわかります。ぜひ、市内を散策し先人の文化に触れてみてください。

問 財務課　☎７９２・９２０５

魚沼市
優良工事表彰

　「魚沼市公営住宅等長寿命化計画」によ
り、耐震補強の改修工事を行いました。入
居者が生活している中での工事であったた
め様々な状況に配慮が必要で、工程管理が
難しい現場でしたが、工期内に余裕をもっ
て完成することができました。
　本工事において主任技術者の小林真里子
さんが優秀技術者として表彰されました。
女性の優秀技術者受賞は、魚沼市では初め
てです。

①株式会社竹田工務店 市営宮原住宅耐震改修工事

②株式会社桑原組 市道伊勢島本線水路改修第 2 次工事

③伊米ヶ崎建設株式会社 福山体育館改修工事

　生活用水路の水路側壁が著しい老朽化に
より損傷し、隣接する道路の路

ろしょう
床が流出する

など道路陥没の恐れがあったため、改修工事
を行いました。住宅地の狭い場所での作業で、
隣接する道路を全面通行止めにする必要が
ありましたが、住宅や車庫への出入りなどの
通路確保を、敷鉄板の設置を工事の進捗に合
わせて臨機に行い、夜間は交通開放するなど、
地域住民への交通影響を最小限に抑える対
策を行い、工事を完了できました。

　福山体育館の劣化等による破損部の改修工事
を行いました。工事には外壁アスベスト除去が
含まれており、その間は地域住民の施設敷地内
への立ち入りが制限されましたが、事前に住民
代表及び関係者への説明等を行い、苦情やトラ
ブル等はありませんでした。また、屋上雨漏り
部分の補修では雨漏りになりうる原因箇所を徹
底的に洗い出したうえで、笠木及び屋根葺

ふ
き材

改修を行うなど丁
ていねい

寧な施工がなされ、工期内に
余裕をもって完成できました。

AFTERBEFORE

AFTERBEFORE

AFTERBEFORE

令和元年度

　平成３０年度に完成した市発注の建設工事の中
で、特に工事成績が優良と選定された工事及び施
工業者（３社）と施工管理が優れた技術者（１名）
を選定し、１１月１８日㈪に表彰を行いました。

「会津街道‐六十里越」「佐渡路‐三国街道」
文化庁選定「歴史の道百選」新規・追加選定

歴史の道とは ･･･
　全国に存在する古くから人、物、情報の交流舞台となった道や
水路等のうち、文化庁が平成８年に全国各地の最も優れた７８か
所の道を選定しました。今回は２３年ぶりに新規３６か所、追加
１９か所が選定され、「歴史の道」は１１４か所となりました。
　魚沼市からは２件の道が新規・追加登録され、歴史上の重要
性が裏付けられました。



問　商工観光課　☎７９２・９７５３
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　地域産
業から地域

の元気
は

ビズ №16

　市内のものづくり企業が中心となって結成した「魚
沼市ものづくり振興協議会」は、地域産業の振興と会
員企業の発展に向けてさまざまな活動を進めてきまし
た。設立後 14 年を経て、同協議会は 10 月 1 日に法
人格を取得し、「一般社団法人 魚沼ものづくり振興協
議会（U

ユービック
-big）」として新たにスタートすることになり

ました。これにより今後は地域産業の活性化や人材育
成などの諸問題に広域的に取
り組むこととしたほか、より
専門的でかつ幅広い活動を行
うこととしています。
　11 月 20 日（ 水 ） に は、
ＵＯＳＨＩＮで設立総会が開

催され、「新たな船出に際して地域の企業が連携し、企
業が持つ技術力を強化し、産業を創り、地域経済の発展
や市民生活の安定等に寄与すること」などを 50 社の会
員企業で確認しました。
　また、総会終了後は U-big と縁が深い元知事の平山征
夫さんをお招きし、「変革の時代、地
域企業の新たな役割～魚沼からの挑
戦～」と題した基調講演を行ってい
ただきました。人口減少社会の中、
地域産業の発展は魚沼市の大きな課
題です。新生「一般社団法人 魚沼も
のづくり振興協議会（U-big）」の活
動をぜひ注目してください。

新潟県 空と大地、そして海が好きな人の

　「移住・就職フェア」開催

　11 月 3 日（祝・日）に東京交通会館（有楽町）で
魚沼市・糸魚川市・五泉市・佐渡市の４市が合同で移
住・転職フェアを開催し、首都圏からの U・I ターン
を考えている 29 組 38 人が来場しました。来場した
人たちは、それぞれの市のブースや企業ブースを訪れ、
移住・定住に向けての生活や子育て環境、仕事に関す
ることなどを真剣に相談していました。

　一方、魚沼市の企業
ブースには、U・I ター
ン者の雇用に力を入れて
いる㈱諸長、㈱中村バル
ブ製作所、㈱プレステー
ジ・インターナショナル
が参加し、業務内容に関
する相談を行いました。

　また、参加企業の先輩 U・I ターン者による新潟暮
らしのリアルな実態を語るセミナーも実施されまし
た。２年前に U ターンで魚沼市内の企業に転職した佐
藤一樹さんが、忙しいな
がらも充実した仕事のこ
とや魚沼市の子育て環境
の良さなどを語ると、参
加者は移住後の生活を想
い描きながら聞き入って
いました。

Ｔｏ ｐｉ ｃｓ

　魚沼市ブースでは、今年 10 月まで横根地区で地域
おこし協力隊として活動し、現在、地域おこしアドバ
イザーの渡邊泰治さんが個別に相談を受け、田舎暮ら
しについて自身の経験を踏まえた具体的なアドバイス
をしていました。

問　商工観光課　☎７９２・９７５３

「魚沼市ものづくり振興協議会」は

「一般社団法人 魚沼ものづくり振興協議会」に

生まれ変わりました

クマの大量出没について
問　生活環境課　☎７９２・９７６６

　防災安全課　☎７９２・９２１４

市内の目撃・痕跡数

年 度 H26 H27 H28 H29 H30 R1
件数 37 23 71 57 45 156

　10 月にツキノワグマによる人身被害が発生し、
その後も市内各地で目撃情報が相次ぎました。市
ではパトロール体制を強化したほか、市民の安全
を守るために緊急放送や注意喚起の広報活動等を
行い、対応してきました。
　ツキノワグマが大量出没した今年の特徴を明らか
にするため、目撃件数等の状況をお知らせします。

　今年度の個体目撃や、柿の木などの枝折れ、爪痕、
食痕や足跡などの痕跡は、昨年度の３倍以上となり
近年で突出しています。

捕獲頭数

　市街地で人身被害が発生したことを受けて、市では
ツキノワグマ用の捕獲ワナを５基増やし、計 11 基で
対応し、18 頭を捕獲しました。

年 度 H26 H27 H28 H29 H30 R1
件数 12 10 6 15 6 18

エサとなる木の実の状況

ブ ナ ミズナラ コナラ ク リ
凶作～不作 凶作～不作 凶作～不作 並作～豊作

　新潟県が今年度行ったツキノワグマの秋のエサと
なるブナの実等の結実状況調査では、結実は認めら
れない「凶作」やわずかに結実を認める「不作」が
多く、エサが少ない状況だったことがわかります。

■市の主な取り組み

・鳥獣被害対策実施隊及び市職員による市内パトロー
ルを実施しました。人身被害が発生した 10 月 18 日
から 11 月 10 日までは警戒体制を敷き、目撃情報が
寄せられた付近を重点的に巡回しました。
・防災無線、防災ラジオ、市ホームページ、防災メール、
ＳＮＳ等で目撃・出没情報を発信したほか、緊急のチ
ラシ「ツキノワグマによる人身被害を防ぐために」を
配布しました。

　
市
で
は
緊
急
時
の
情
報
伝
達
方
法
と
し
て
、
防

災
無
線
と
防
災
ラ
ジ
オ
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
防

災
無
線
は
主
に
外
出
中
の
人
へ
、
防
災
ラ
ジ
オ
は

屋
内
に
い
る
人
へ
緊
急
情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し

て
運
用
し
て
い
ま
す
。

防災無線と防災ラジオについて問　防災安全課　
☎７９２・９２１４

守門地域にお住いの皆さんへ
　守門地域では、これまでアナログ式の戸
別受信機を運用してきましたが、電波法の
改正に伴いアナログ式が廃止され、デジタ
ル方式へ移行したため、戸別受信機は回収
して緊急告知ラジオに切り替えました。
　市はエフエム魚沼株式会社と「災害時に
おける緊急情報放送における協定」を締結
し、防災ラジオで市民の生命・身体の危険
に関わる緊急情報の発信を行っています。
ＦＭ電波の受信環境が良くないところにつ
いては、順次改善を行ってまいります。

緊急告知ラジオを貸与しています

　緊急告知ラジオは「エフエム魚沼」の電
波を利用して、市から情報を伝達するもの
で、普段からスイッチを入れていなくても、
緊急放送時に自動的にスイッチが入り、最
大音量で放送を受信する仕組みになってい
ます。また、通常時は「エフエム魚沼」を
聞くことができます。
　まだ貸与を受けていない人は、市役所窓
口で手続きをして緊急告知ラジオを受け取
り、使用してください。

※ 在庫がない場合もあります
が、入荷次第、申請順に貸与し
ています。

※ Ｒ１の件数は
　　いずれも 11 月末日現在

　農　政　課　☎７９９・３４８５
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郷土を愛した歌人 宮柊二の業績をたたえて
ー １１. １６　第 25 回宮柊二記念館全国短歌大会

　第 25 回宮柊二記念館全国短歌大会が堀之内公民館

で開催されました。一般、小学生、中学生、高校生の

４部門に海外を含め 5,802 人から 11,370 首の応募が

あり、その中の優秀な作品の表彰や、選者の坂井修一

さんと小島ゆかりさんの講評などが行われました。

市内の中学生全員が演劇を肌で体感
ー １１. ２１　劇団 新制作座「泥かぶら」公演

　市内全中学生が小出郷文化会館で、劇団 新制作座によ

る「泥かぶら」を鑑賞しました。見た目が醜
みにく

く「泥かぶら」

と呼ばれる少女がきれいになりたいと願い、様々な苦

難を乗り越えながら力強く生きる物語と役者の迫力あ

る演技に、中学生は真剣な表情で見入っていました。

　小出郷文化会館を会場に魚沼子ども芸能祭が開催さ

れ、９団体が日頃の練習の成果を披露しました。「天皇陛

下御即位記念第 34 回国民文化祭・にいがた 2019」「第

19 回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会」の一環とし

て開催された今回は、小千谷市からも参加がありました。

伝統芸能を継承する子どもたちが成果を披露
ー １１. ９　第 12 回 魚沼子ども芸能祭

大工の技と木の魅力にふれる
ー １１. ９　第１回 魚沼！木工塾

　魚沼市産材の有効活用を目的に「魚沼！木工塾」が

開催されました。市内外から集まった参加者は、まず

大工道具の扱い方を習い、その後折りたたみ式イスの

製作に挑戦しました。参加者は苦心の末に完成したイ

スに愛着を持って、満足そうに眺めていました。

　魚沼北中学校の卓球部と剣道部の生徒が、只見線に

乗って只見中学校まで行き、部活動交流を行いました。

只見中学校では各部ごとの合同練習を行ったほか、交

流昼食会を行い、両校の生徒は只見線でつながる絆を

確かめ合い、交流を深めていました。

只見線を活用して中学生が交流
ー １０. ２７　魚沼北中学校と只見中学校の部活動交流

上空からエリア化し、携帯電話通信が可能に
ー １１. ６　ヘリコプター携帯電話基地局実証実験

　ヘリコプターに小型化した携帯電話基地局を載せて上

空から電波を発射し、その範囲内を通信可能とする実証

実験が銀山平で行われました。これは KDDI ㈱などが市

と合同で行ったもので、今後は遭難者救助活動や災害時

における救助現場での活用を目指していきます。

将来を担う中学生が、若い感性で議場に立つ
ー １１. ２７　魚沼市中学生議会

　中学生が市政や市議会を身近に感じてもらうことと、中

学生の考えを市政に反映させる機会とするため、市役所広

神庁舎議場で模擬議会が開催されました。堀之内中学校３

年生２１人が議員となり、その代表８人がそれぞれの考え

を市長へ質問や提案しました。

土
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

※
次
回
は
須
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
地
域

担
当
の
大
滝
義よ

し
た
か隆

隊
員(

新
規
隊
員)

で
す

都
市
で
の
生
活
は
便
利
で
華
や
か
。
様
々

な
も
の
に
溢
れ
、
あ
の
手
こ
の
手
で
趣
向
を
凝

ら
し
た
「
誘
惑
」
が
飛
び
交
い
、
人
々
を
刺
激

し
魅
了
す
る
。
都
会
で
の
暮
ら
し
は
極
端
な
こ

と
を
言
え
ば
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
、

人
に
迷
惑
を
か
け
る
事
が
無
け
れ
ば
そ
れ
で
自

分
の
生
活
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
都
会
で
の
生
活
は
起
承
転
結
の

承
転
、
い
わ
ゆ
る
過
程
の
多
く
が
見
え
な
い
こ

と
も
ま
た
現
実
で
あ
る
。
便
利
さ
や
華
や
か
な

も
の
に
惹ひ

か
れ
て
、
そ
の
流
れ
に
乗
る
こ
と
も

現
実
で
あ
り
、理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
我
々
は
そ
こ
に
潜
む
危
う
さ
や

脆も
ろ
さ
に
も
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
都
市
型
災
害
を
始
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
よ
る
環
境
汚
染
は
全
世
界
の
問
題
と
な

り
、
ス
マ
ホ
の
使
い
過
ぎ
は
人
体
に
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
。
コ
ン
ビ
ニ
や
宅
配
便
は
利
用
す

る
側
の
便
利
さ
の
裏
返
し
に
、
疲
弊
す
る
人
々

が
い
る
の
で
あ
る
。

前
編
で
記
述
し
た
と
お
り
、
こ
こ
で
は
秋

の
「
え
ざ
ら
い
」
作
業
に
汗
を
流
す
。
す
ぐ
そ

こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
冬
を
前
に
、
そ
の
備
え

を
怠
ら
ず
確
実
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
降

り
積
も
る
雪
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
厳
冬
期
で

も
、
時
に
は
水
路
委

員
が
巡
回
し
、
流
れ

る
水
の
確
保
や
量
の

調
整
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
春
に
な
れ
ば
、
や

が
て
再
開
さ
れ
る
農
業
用
の
水
路
や
生
活
関
連

用
水
の
仕
組
み
を
点
検
し
、維
持
管
理
を
行
う
。

夏
前
に
は
農
作
業
の
効
率
化
や
集
落
内
の
要
所

チ
ェ
ッ
ク
を
兼
ね
て
、「
道
刈
」
を
実
施
す
る
。

大
自
然
と
密
着
し
た
中
で
生
活
を
営
ん
で
い

く
と
い
う
こ
と
は
、
厳
し
い
側
面
も
あ
る
一
方

で
、
山
菜
を
は
じ
め
緑
豊
か
な
自
然
や
澄
ん
だ

水
と
空
気
な
ど
、
都
会
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な

い
魅
力
と
恵
み
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
伝
統
産
業
の
農
業
を

は
じ
め
と
し
た
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
生
活
環
境
は
、
人

が
人
と
し
て
地
に
足
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
く

こ
と
を
具
現
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

華
や
か
さ
は
な
い
が
地
道
に
生
き
る
人
々

の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
私
は
こ
う
し
た
生
き

方
に
共
感
を
覚
え
る
一
人
で
あ
る
。
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問　企画政策課　☎７９２・１４２５

■１０月の相談件数
　　　　…１０１件
　・電話　　６７件
　・来庁　　２５件
　・その他　　９件{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
112

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

とり
で悩まないで

 

魚
沼
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

悪
質
業
者
の
手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
、

魚
沼
市
で
も
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
む

の
は
危
険
で
す
。
講
座
に
参
加
し
、
悪
質
商

法
や
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

対
お
お
む
ね
１０
人
以
上
の
団
体
・
組
織
（
自

治
会
、
老
人
会
、
サ
ー
ク
ル
等
）

講
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

内
悪
質
商
法
に
つ
い
て「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」

な
ど
の
寸
劇
や
歌
を
交
え
て
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

◎
時
間
…
３０
～
６０
分
間
程
度
（
ご
要
望
に
応

じ
ま
す
）

￥
講
師
派
遣
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

他
会
場
は
、
開
催
希
望
団
体
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
開
催
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２・８
８
４
４

℻
７
９
２・５
６
０
０

道刈の様子

問　健康増進課　☎７９２・９７６３

中
山
間
地
の
暮
ら
し
で
学
ぶ
こ
と

（
下
折
立
在
住
一
年
半
の
考
察
）
‐
後
編
‐

佐
藤　
守し

ゅ
い
ち一 

隊
員

（
下
折
立
地
区
担
当
）

市
民
対
話
の
日

開
催
中
！

皆さまの声を
　市政の力に

　市長が市民の皆さんと直接対話しながら、
市政をともに考える「市民対話の日」を開
催しています。湯之谷会場・小出会場・堀
之内会場での対話の一部をご紹介します。

【ご意見】台風１９号の時、市から水と食料を持参して
避難所へ避難するようにと放送がありました。備蓄の
ある高齢者世帯は少ないので、避難所で用意していた
だきたい。

【回答】自主避難の段階での放送ではありましたが、
災害はどのように状況が変わるか分からないので、臨
機応変に対応できるようにしていきます。また、備蓄
品の整備はしてありますので、災害時には迅速に対応
していきます。

【ご意見】ある事業所が毎週、道路沿いのごみ拾い（美
化活動）をしています。とても良い活動なので、市の
職員も地域活動を通して広めていっていただきたいと
思います。

【回答】地域の建設業者会も美化活動に取り組んでいま
す。職員に対しては「地域の活動に参加して、地域の声
を市政に反映できるように」と話をしています。地域に
住む職員も同じ市民ですので、積極的に地域活動に取り
組むよう呼びかけたいと思います。

■避難所の備蓄品について ■事業所の美化活動について

健康　うおぬま №
125 　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は冬に流行する代

表的な感染症です。特に乳幼児や高齢者は重症化しや
すいので、「予防」がとても大切です。

⃝ノロウイルスは感染力が強く、症状がなくなってから
もしばらくは便からウイルスが排出されます。また、感
染しても発症しない場合や、軽い風邪のような症状の場
合もあります。その場合も感染者の便にはウイルスが排
出されています。感染を広げないように注意しましょう。
⃝乳幼児や高齢者が感染した場合は、脱水症予防や体力
保持のため、水分と栄養の補給を十分に行いましょう。

冬の感染症 ノロウイルス
気をつけよう！！

症　状

感染経路

特徴及び対処法

急激に始まる吐き気、おう吐、下痢及び腹痛

⃝ウイルスに汚染された食品を食べて感染します。
⃝感染した人の便及びおう吐物の処理などをした人の
手を介して感染します。

３つの予防方法
Point

１ こまめに手を洗う
石けんと流水で 30 秒以上よく洗いましょう。
特にトイレ後、おむつ処理後、調理前、食事前は念入りに。
タオルの共用は感染の原因になるため控えましょう。

Point

3 食品はよく洗い、十分に加熱する
食材の中心まで 85 ～ 90 度で 90 秒間以上加熱します。

※他にも、インフルエンザ及び溶
ようれんきん

連菌など冬には様々な感
染症が流行します。外出時は人混みを避け、帰宅後は必ず
手洗いとうがいを行いましょう。

　

拉
致
問
題
や
特
定
失
踪
者
の
問
題
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理

解
を
深
め
、
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た

だ
く
た
め
、
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

解
決
を
願
う
一
人
一
人
の
声
が
、
何
よ

り
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
拉
致
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
救
出
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
展

期
１２
月
１０
日
㈫
～
１６
日
㈪

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

魚
沼
市
消
費
ト
ラ
ブ
ル
防
止

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
年
１２
月
１０
日
か
ら
１６
日
は

Point

2 便や吐
と ぶ つ

物は適切に処理をする
次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が効果的です。
( 家庭用の次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂白剤でも代用
可。使用にあたっては「使用上の注意」を確認しましょう。)
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

2019年12月10日号

12.10

お知らせ版

魚
沼
市

報

う お
ぬ まく

　
ら
　
し

１０月分ごみ量
問 廃棄物対策係 ☎７９２・３０５５

種別 元年 H30 増減
・単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
　10 月の日曜、計 3 回
古着と食器の無料回収
を行った結果、古着約
11 トン、食器約５トン
が集まりました。回収
した古着と食器は海外
で再利用されます。

可燃ごみ 1,010 1,021 -11
不燃ごみ 43 46 -3
大型ごみ 78 76 2
容器包装 12 14 -2
古紙類 64 76 -12
合　計 1,207 1,233 -26

制
度
・
手
続
き

◆◆
平
成
３１
年
度
市
税
等
の
納

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第

７
期
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
６
期
の
納
期
限
は
１２
月
２５
日
㈬
で

す
。
口
座
振
替
の
人
は
、
口
座
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
１
月
１５
日
㈬
に
再
振
替
を

し
ま
す
。

問
税
務
課

☎
７
９
２・９
７
５
１

◆◆
夏
季
の
高
温
被
害
を
受
け

た
農
家
へ
の
融
資
制
度

・
貸
付
限
度
額
…
６
０
０
万
円

・
償
還
期
限
…
７
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
２
年
以
内
）

・
貸
付
金
利
…
（
実
質
負
担
）
０
・

０２
％

対
令
和
元
年
の
夏
季
の
高
温
で

農
作
物
等
に
被
害
を
受
け
、
農
作

物
等
の
販
売
金
額
の
減
少
が
過
去

３
か
年
の
平
均
の
販
売
金
額
の

１
０
０
分
の
１０
以
上
で
あ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
人

〆
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
貸

付
実
行
分

申
市
内
取
扱
金
融
機
関

問
農
政
課

☎
７
９
９・３
４
８
５

◆◆
令
和
２
年
度◆

放
課
後
児
童
支

援
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
応
募
資
格
…
な
し

・
任
用
期
間
…
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３１
日
（
更

新
の
場
合
あ
り
）

・
勤
務
施
設
…
市
内
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

・職
務
時
間
…
日
６
時
間
４５
分（
週

３３
時
間
４５
分
）

・
賃
金
…
月
額
１
３
９
、０
０
０

円
程
度　

・
休
日
等
…
土
日
祝
日
及
び
年
末

年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
）

※
月
に
１
～
２
回
程
度
の
土
曜
勤

務
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
社
会
保
険
等
…
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
加
入

・選
考
方
法
…
書
類
審
査（
一
次
）、

面
接
選
考
（
二
次
）

※
１
月
に
実
施
予
定（
別
途
通
知
）

申
所
定
の
申
込
書
に
市
販
の
履
歴

書
等
を
添
え
て
提
出

〆
１２
月
２６
日
㈭

他
申
込
書
は
子
ど
も
課
ま
た
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
子
ど
も
課　

☎
７
９
４・６
０
２
７

安
全
・
安
心

◆◆
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
多
発

　

市
内
で
１１
月
に
高
齢
者
が
車
に

轢
か
れ
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
、

今
年
の
魚
沼
市
の
死
亡
事
故
は
１１
月

末
現
在
で
４
件（
死
亡
者
数
は
５
人
）

と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
死
亡
者

は
す
べ
て
６５
歳
以
上
で
す
。

　

例
年
１２
月
は
、
１７
時
台
が
特
に

人
と
車
の
衝
突
で
死
亡
す
る
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
は
十
分
注
意
し
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
特
徴

「
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

自
宅
近
く
で
、
道
路
横
断
中
」
に

多
く
、
横
断
の
後
半
に
左
側
か
ら

走
っ
て
く
る
車
と
の
事
故
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

◎
歩
行
者
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

・
横
断
歩
道
を
利
用
し
、
か
つ
横
断

す
る
前
や
横
断
中
は
車
が
止
ま
っ

て
く
れ
る
か
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

・
車
の
通
り
が
少
な
く
て
も
、
左

右
の
安
全
を
十
分
確
認
す
る
。

・
渡
り
な
が
ら
も
左
右
の
安
全
を

確
認
す
る
。

・
止
ま
っ
て
い
る
車
の
す
ぐ
前
や

後
ろ
、
通
り
過
ぎ
た
車
の
す
ぐ
後

ろ
は
渡
ら
な
い
。

・
夕
方
や
夜
間
に
外
出
す
る
と
き

は
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
。

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
歩
行
者
事
故
防

止
ポ
イ
ン
ト

・
横
断
歩
道
と
そ
の
付
近
の
歩
道

に
歩
行
者
が
い
な
い
か
注
意
し
て

運
転
す
る
。

・
横
断
歩
道
に
横
断
者
等
が
い
た

ら
横
断
歩
道
手
前
で
確
実
に
停
止

し
て
安
全
に
渡
ら
せ
る
。

・
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
、

歩
行
者
等
の
早
期
発
見
に
努
め
る

（
車
両
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と

に
も
な
る
）。

問
生
活
環
境
課

☎
７
９
２・９
７
６
６

職
員
等
の
募
集

information

健
康
・
福
祉

募
　
　
　
集

◆◆
普
通
救
命
講
習
会

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
を

学
ぶ
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
を
開
催
し

ま
す
。

日
１
月
９
日
㈭
１８
時
３０
分
～
２１
時

３０
分

場
消
防
本
部

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
異
物
の
除
去

方
法
、
止
血
法

講
消
防
職
員
応
急
手
当
指
導
員

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

定
先
着
３０
人
（
５
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
と
し
ま
す
）

￥
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・
修
了

証
代
）
持
動
き
や
す
い
服
装

〆
１
月
２
日
㈭

他
行
政
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

申
消
防
本
部
警
防
課

☎
７
９
３・０
１
１
９

◆◆
市
役
所
堀
之
内
庁
舎
利
活

用
に
関
す
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
実
施

内
新
庁
舎
へ
の
行
政
機
能
移
転
後

◆❷
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　

眠
れ
な
い
、気
分
が
落
ち
込
む
、

◆❶
令
和
２
年
度
の
住
民
け
ん

診
申
込
書
の
郵
送

　

各
種
が
ん
検
診
等
の
住
民
け
ん

診
申
込
書
は
、
昨
年
度
ま
で
は
嘱

託
員
が
配
付
回
収
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
１
月
１０
日
頃
、

郵
送
で
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

提
出
方
法
等
く
わ
し
く
は
１
月

１０
日
号
の
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

子
　
ど
　
も

◆◆
親
子
で
英
語
と
遊
ぼ
う

日
１２
月
１４
日
㈯
、
１
月
１８
日
㈯

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
子
育
て
の
駅
か
た
っ
く
り

内
親
子
で
英
語
に
親
し
む

講
ア
ナ
ボ
ヌ
実
砂
子

対
小
学
生
以
下
の
親
子

定
親
子
１０
組
※
事
前
申
込

￥
各
回
１
組
１
、０
０
０
円

〆
各
回
、
開
催
日
の
前
日
ま
で

申
問
ア
ナ
ボ
ヌ
実
砂
子

☎
０
９
０・４
１
７
５・４
６
１
１

子
育
て
の
駅
か
た
っ
く
り

☎
７
９
２・２
１
１
２

◆◆
ニ
コ
ニ
コ
ハ
ッ
ピ
ー
子
育

て
教
室

　

こ
れ
か
ら
親
に
な
る
人
、
親
に

な
っ
た
ば
か
り
の
人
に
お
す
す
め

の
子
育
て
教
室
で
す
。

日
１
月
２５
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時

３０
分

場
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

演
「
生
ま
れ
た
時
が
は
じ
め
ど
き

意
識
し
て
育
む
言
葉
」「
妊
娠
中

と
赤
ち
ゃ
ん
の
お
口
の
ケ
ア
」「
病

気
の
時
の
食
事
っ
て
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？
」

講
志
塚
め
ぐ
み
さ
ん
（
言
語
聴
覚

士
）、健
康
増
進
課 

歯
科
衛
生
士
、

子
ど
も
課 

管
理
栄
養
士

対
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
人
、
親
に

な
っ
た
ば
か
り
の
人
、
関
心
の
あ

る
人

〆
１
月
１７
日
㈮

申
問
子
ど
も
課

☎
７
９
４・６
０
２
７

申
問
健
康
増
進
課

☎
７
９
２・９
７
６
３

生

涯

学

習

◆◆
市
内
図
書
館
（
室
）
年
末
年
始◆

貸
出
期
間
を
延
長
し
ま
す

◎
図
書　

の
堀
之
内
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

対
堀
之
内
庁
舎
を
活
用
し
、
地
域
活

性
化
に
資
す
る
事
業
を
提
案
で
き
る

者
（
法
人
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
質
問
受
付
期
限
…
１２
月
２５
日
㈬

・
応
募
書
類
提
出
期
限
…
１
月
２０

日
㈪

申
企
画
提
案
書
等
を
企
画
政
策
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課

☎
７
９
２・１
４
２
５

期
１２
月
１５
日
㈰
～
２８
日
㈯
に
貸
し

出
し
し
た
も
の
は
貸
出
期
間
を

｢
３
週
間｣

に
延
長
し
ま
す
。

◎
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

期
１２
月
２２
日
㈰
～

２８
日
㈯
に
貸
し
出

し
し
た
も
の
は
貸

出
期
間
を｢

２
週

間｣

に
延
長
し
ま
す
。

他
休
館
中
は
、
返
却
ポ
ス
ト
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
物
忘
れ
等
の

心
配
事
に
つ
い
て
相
談
が
で
き
る

予
約
制
の
個
別
相
談
会
で
す
。

日
１
月
２４
日
㈮
１３
時
～
１４
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
中
島
脳
外
科
内
科
医
院
中
島
悦

子
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
（
精
神

科
に
通
院
中
の
人
は
主
治
医
の
了

解
が
必
要
で
す
。）

対
本
人
ま
た
は
家
族

定
２
人
￥
無
料

〆
１
月
１７
日
㈮

見舞金の請求期間は交通災害にあった
日から起算して１年以内です。
もう一度ご確認を！！

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みでしょうか？

問 生活環境課　☎ ７９２・９７６６
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お知らせ版information

食育の日　日毎月１９日は「食育の日」です。お酒を飲むときは肝臓の働きを高め、アルコールの吸収
を穏やかにするたんぱく質食品を一緒に食べましょう。チーズや枝豆、焼き魚、豆腐などがおすすめです。

◆◆
小
出
北
部
公
民
館◆

子
ど
も
習

字
教
室
～
書
き
初
め
指
導
～

日
１２
月
２６
日
㈭
、
１
月
６
日
㈪

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館　

講
多
田
辰
男
さ
ん

対
小
学
３
～
６
年
生

定
先
着
１６
人
※
１２
月
１２
日
㈭
１３
時

電
話
受
付
を
開
始

￥
各
回
２
０
０
円
（
全
２
回
受
講

し
て
く
だ
さ
い
）

持
書
き
初
め
の
手
本
、
習
字
道
具
、

書
き
初
め
用
紙
、
半
紙
、
新
聞
紙
１

日
分
、
下
敷
き
を
拭
く
タ
オ
ル
か
雑

巾
、
持
ち
帰
る
袋
、
ハ
ン
カ
チ

申
問
小
出
北
部
公
民
館
（
平
日

９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
２・５
３
３
６

◆◆
お
ら
が
広
神
い
ろ
は
が
る

た
大
会

　

１
年
の
無
病
息
災
を
願
い
「
餅

つ
き
大
会
」
と
「
広
神
い
ろ
は
が

る
た
大
会
」
を
行
い
ま
す
。
餅
を

食
べ
元
気
に
か
る
た
と
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
１
月
２６
日
㈰
１２
時
か
ら

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
保
育

園
児
も
参
加
可
能
）

定
親
子
の
部
１０
組
、個
人
の
部（
小

学
校
低
学
年
）
１０
人
、
個
人
の
部

（
小
学
校
高
学
年
）
１０
人

￥
１
、０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

〆
１
月
１５
日
㈬

他
入
賞
者
に
賞
状
・
賞
品
を
授
与

し
ま
す
。

申
広
神
公
民
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

◆◆
魚
沼
！
紙
漉
塾　
　
　
　

～
雪
国
で
学
ぶ
手
漉
き
和
紙
～

　

古
く
か
ら
全
国
で
行
わ
れ
て
き

た
手
漉
き
和
紙
で
す
が
、
現
在
で

は
魚
沼
市
で
も
一
部
地
域
に
残
る

◆◆
ひ
き
こ
も
り
座
談
会

　
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
人
、
一

緒
に
解
決
方
法
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
１２
月
１８
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩

み
の
人

◆◆
ス
キ
ー
で
健
康
づ
く
り

「
脱
！
冬
ご
も
り
教
室
」

期
１２
月
２６
日
㈭
～
３
月
５
日
㈭
の

間
の
毎
週
木
曜
１０
時
～
１２
時

※
１
月
２
日
㈭
は
お
休
み
、
都
合

の
良
い
日
の
み
の
参
加
可
能

場
小
出
ス
キ
ー
場

内
体
力
と
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ス

キ
ー
レ
ッ
ス
ン

対
２０
歳
以
上
の
人

定
５０
人

￥
１
回
１
、０
０
０
円
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

会
員
は
５
０
０
円
）
ス
キ
ー
レ
ン

タ
ル
無
料

持
ウ
ェ
ア
、
ス
キ
ー
一
式
（
お
持

ち
の
人
）

〆
各
回
前
日
ま
で

申
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
小
出
事
務
局

☎
７
９
２・
５
３
２
０
（
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
み
可
）

◆◆
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を
１２
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
１２
月
１８
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

◎
広
神
図
書
館
和
室

日
１２
月
２１
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
３１
年
２
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

公

民

館

◆◆
堀
之
内
公
民
館　
　
　
　

子
ど
も
習
字
教
室

日
１２
月
２１
日
㈯
、
１
月
６
日
㈪

１３
時
３０
分
～
１５
時

場
堀
之
内
公
民
館

講
吉
田
美
津
子
さ
ん
他

対
小
学
生
全
学
年
※
可
能
な
限
り

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
技
能
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
第
１
回
…
１
月
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰

・
第
２
回
…
２
月
２９
日
㈯
・
３
月

１
日
㈰

場
魚
沼
手
す
き
和
紙
工
房（
大
沢
）

内
和
紙
原
料
の
加
工
、
紙
漉
き
、
乾

燥
の
工
程
を
２
日
間
で
行
い
ま
す
。

他
く
わ
し
く
は
魚
沼
市
森
林
・
林

業
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
魚
沼
産

森
ひ
か
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
各
回
先
着
１２
人

￥
１
、５
０
０
円

〆
各
回
開
催
日
前
週
の
水
曜

申
問
農
林
整
備
課　

☎
７
９
９・４
６
０
３

℻
７
９
９・２
２
５
０

QR コード

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
く
だ
さ
い

￥
各
回
２
０
０
円
（
２
回
連
続
で
の

参
加
を
原
則
と
し
ま
す
）
定
１５
人

持
書
初
め
の
見
本
、
習
字
道
具
、

書
初
め
用
紙
・
半
紙
、
新
聞
紙
、

雑
巾
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
１
枚
、

筆
拭
き
用
雑
巾

他
申
込
者
が
４
人
以
下
の
場
合
は

中
止
と
し
ま
す
。
〆
１２
月
１９
日
㈭

申
堀
之
内
公
民
館

☎
７
９
４・６
０
２
６

￥
無
料

申
不
要

問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
２・８
１
８
１

催
　
　
　
し

ミ 

ニ 

情 

報

禁煙の日　日毎月２２日は禁煙の日です。喫煙は、免疫力を低下させます。風邪予防のためにも、
冬こそ禁煙に取り組みましょう。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00～16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操など

土曜開放 毎週土曜 9:00～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

20 日㈪ 10:00～　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。

（受付 10:00 まで）27 日㈪
・1/1 ㈬～ 3 ㈮は年始のため、1/30 ㈭は 4 か月健診のため午
後からお休みとなります。

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00～15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・1/1 ㈬～ 4 ㈯は年始でお休みです。

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金8:30～11:30 自由遊び、
ふれあい体操など

・1/1 ㈬～ 4 ㈯は年始でお休みです。

会　場 日　時 内　容
守門保健
センター 10日㈮10:00～11:00 羽子板を作ろう

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  

親子ふれあい広場1月 問子ども課
☎ 794・6027

児幼 健 診 等乳

種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

４か月児 令和元年 9 月 30 日
㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1歳６か月児 平成 30 年 6 月 22 日
㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 30 年

1 月生まれ
29 日

㈬

３歳児 平成 29 年 1 月 7 日～
平成 29 年 1 月 31 日生まれ

８日
㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ、着替え等
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　は、ご連絡のうえ治ってから受診してください。

事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場
離乳食講習会
ステップ１

令和元年 10 月生ま
れの乳児の養育者

7 日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

令和元年 6 月生ま
れの乳児の養育者

21 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

平成 31 年 3 月生ま
れの乳児の養育者

27 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）

平成 31 年 1 月生
まれ

28 日
㈫

9:15
～

9:30

持・母子健康手帳、オムツ、着替え等

乳幼児健診

離乳食講習会・１歳よちよち教室

◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

1月

◆◆
市
内
ス
キ
ー
場
営
業
案
内

◎
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場

期
初
滑
り
営
業
予
定
…
１
月
５
日

㈰
ま
で

期
春
季
営
業
予
定
…
３
月
２０
日
㈷

㈮
か
ら
５
月
中
旬
ま
で

他
第
３
日
曜
と
５
月
５
日
㈷
㈫
は

小
学
生
以
下
リ
フ
ト
料
金
無
料

☎
７
９
５・２
７
５
０

◎
小
出
ス
キ
ー
場

期
１２
月
２１
日
㈯
～
３
月
８
日
㈰

他
ス
キ
ー
こ
ど
も
の
日
…
１
月
１９

日
㈰
、
２
月
１６
日
㈰

・
小
出
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
…
２

月
８
日
㈯

☎
７
９
２・５
３
２
０

◎
薬
師
ス
キ
ー
場

期
営
業
予
定
…
１２
月
２８
日
㈯
か
ら

３
月
２２
日
㈰

※
１
月
８
日
㈬
以
降
の
毎
週
月
～

水
曜
は
休
業（
祝
日
の
場
合
は
営
業
）

他
ス
キ
ー
こ
ど
も
の
日
…
１
月
１９

日
㈰
、
２
月
１６
日
㈰
、
３
月
１５
日
㈰

・
薬
師
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
…
３

月
７
日
㈯

・
貸
切
営
業
…
休
業
日
の
貸
切
営

業
可
能

☎
７
９
２・５
５
５
４

◎
大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場

期
営
業
予
定
…
１２
月
２８
日
㈯
か
ら

２
月
２４
日
㈷
㈪

※
月
曜
か
ら
金
曜
は
休
業
。
た
だ

し
、
１２
月
２８
日
㈯
か
ら
１
月
５
日

㈰
は
毎
日
営
業
、１
月
１３
日
㈷
㈪
、

２
月
２４
日
㈷
㈪
は
営
業

他
ス
キ
ー
こ
ど
も
の
日
…
１
月
１９

日
㈰
、
２
月
１６
日
㈰

他
毎
週
日
曜
午
前
に
市
内
小
学
生

を
対
象
と
し
た
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

あ
り
（
要
問
合
せ
）

・
貸
切
営
業
…
休
業
日
の
貸
切
営

業
可
能

☎
７
９
５・
２
０
３
１
（
和
泉
屋

旅
館
内
）

◎
須
原
ス
キ
ー
場

期
営
業
予
定
…
１２
月
２１
日
㈯
か
ら

３
月
１５
日
㈰
の
シ
ー
ズ
ン
中
無
休

・
ナ
イ
タ
ー
営
業
…
予
約
貸
切
制

他
ス
キ
ー
こ
ど
も
の
日
…
第
１
、

第
３
日
曜
は
小
学
生
以
下
リ
フ
ト

料
金
無
料
。
未
就
学
児
シ
ー
ズ
ン

中
リ
フ
ト
無
料

☎
７
９
７・２
０
５
９
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申
問
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４・２
４
１
０

◆❶
Ｒ
２
年
度
施
設
内
訓
練
科

４
月
入
校
生
募
集
（
一
般

選
考
③
）

◎
募
集
科
・
募
集
人
数

・
電
気
施
設
科
…
１
年
訓
練
１０
人

・
木
造
建
築
科
…
２
年
訓
練
１５
人

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
…
１
年

訓
練
１０
人　

◎
出
願
期
間

期
１２
月
１６
日
㈪
～
１
月
１０
日
㈮

◆❸
事
務
基
本
科
２
期
（
育
児

等
両
立
コ
ー
ス
）

期
１
月
２４
日
㈮
～
４
月
２３
日
㈭

平
日
１０
時
～
１４
時
４０
分

◆❷
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
建
築
Ｃ

Ａ
Ｄ
製
図
２
（
断
面
図
・

立
面
図
の
作
成
）

日
１
月
１８
日
㈯
・
１９
日
㈰
９
時
～

１６
時

場
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

内
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
製
図
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
）
を
使
っ
て
断
面
図
等
の

作
成
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

専
用
の
テ
キ
ス
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
就
業
さ
れ
て
い
る
人

定
８
人
￥
２
、４
０
０
円

〆
１
月
１０
日
㈮

◆◆
新
春
市
民
登
山

日
１
月
５
日
㈰

場
大
力
山
（
５
０
４
ｍ
）
※
集
合

は
干
溝
登
山
口
（
宝
泉
寺
）
９
時

内
か
ん
じ
き
登
山
で
新
春
の
雪
山

を
楽
し
み
ま
す
。（
登
り
約
２
時

間
程
度
）
山
頂
で
は
、
温
か
い
甘

酒
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

持
か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
、
雪
の

入
ら
な
い
靴
、
雨
具
、
防
寒
具
、

水
筒
、
昼
食
な
ど

￥
参
加
費
５
０
０
円

〆
１２
月
２２
日
㈰

他
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
予
め
道

付
け
隊
が
出
ま
す
。
ま
た
、
天
候
な

ど
の
事
情
で
中
止
も
あ
り
ま
す
。

申
問
み
ち
ぐ
さ
山
の
会
・
磯
部

☎
７
９
２・２
９
４
０（
夜
間
の
み
）

◆◆
レ
デ
ィ
ス
ス
キ
ー
教
室

日
１
月
１２
日
㈰
・
２０
日
㈪
、
２
月

９
日
㈰
・
１７
日
㈪

場
須
原
ス
キ
ー
場

内
女
性
を
対
象
に
し
た
初
・
中
級

ス
キ
ー
教
室

講
魚
沼
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

￥
無
料
（
た
だ
し
、
リ
フ
ト
券
は

各
自
購
入
し
、
傷
害
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

持
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
と
ス
キ
ー
用
具

一
式

〆
１２
月
３１
日
㈫

申
問
魚
沼
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
高
橋

☎
７
９
２・１
３
５
１

◆◆
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学

院
一
般
入
試
出
願
受
付
開
始

（
２
０
２
０
年
度
入
学
生
）

◎
試
験
日

日
１
月
１２
日
㈰
（
Ⅰ
期
）、
２
月

９
日
㈰（
Ⅱ
期
）、３
月
１
日
㈰（
Ⅲ

期
）、
３
月
２２
日
㈰
（
Ⅳ
期
）

※
締
め
切
り
等
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

他
自
己
推
薦
入
試
、
社
会
人
特
別

選
抜
入
試
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
学
院
入
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０・
４
５
１・
１
８
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
０
２
５・７
７
９・４
５
１
１

◆◆
堀
之
内
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
（
健
康
ル
ー

ム
）
体
験
会

　

こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め
る
初
心

者
向
け
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
の
説
明
・
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
１
月
４
日
㈯
、
２
月
１
日
㈯
、

３
月
１４
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

※
各
回
申
込
み
が
必
要
で
す　

場
堀
之
内
体
育
館

◆◆
元
旦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

日
１
月
１
日
（
元
日
）
１３
時
か
ら

場
堀
之
内
中
学
校
体
育
館

内
新
年
を
祝
し
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
楽
し
む
。
乱
打
～
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

ま
で
予
定

対
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者
で
あ
れ

ば
、
年
齢
、
性
別
、
経
験
な
ど
不

問
（
概
ね
高
校
生
以
上
）

￥
無
料

持
ラ
ケ
ッ
ト
、
内
履
き
用
シ
ュ
ー

ズ
等

申
不
要

他
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
魚
沼
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
・

高
橋

☎
７
９
９・２
３
３
５

内
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
、
各
種
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
の
使
い
方
の
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
体
験
を
行
い
ま
す
。

対
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
初
心
者

定
先
着
３
～
８
人
（
３
人
未
満
の

場
合
は
中
止
）

￥
施
設
利
用
料
３
０
０
円

持
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

申
堀
之
内
体
育
館

☎
７
９
４・６
０
７
４

◎
選
考
日
時

日
１
月
１７
日
㈮

◎
合
格
発
表

日
１
月
２２
日
㈬

◎
選
考
会
場

場
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

他
選
考
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
当

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

場
イ
オ
ン
小
千
谷
店
内
㈱
エ
ム
・

エ
ス
オ
フ
ィ
ス
特
別
研
修
室

対
育
児
や
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
１５
人

￥
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、

受
験
料
等
自
己
負
担
あ
り
）

〆
１２
月
２６
日
㈭

申
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆◆
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会◆

事
務
局
長
募
集

・
応
募
資
格
…
市
内
在
住
の
５８
歳

以
上
６３
歳
未
満
で
財
務
会
計
等
の

知
識
経
験
を
持
ち
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
可
能
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
取
得
者

・
職
務
内
容
…
交
通
安
全
広
報
活

動
、
免
許
更
新
時
講
習
・
総
務
・

予
算
管
理
事
務
等

・
任
用
期
間
…
令
和
２
年
４
月
１

日
～
６５
歳
と
な
っ
た
年
度
末

・
勤
務
時
間
…
８
時
３０
分
～
１７
時

１５
分

・
休
日
…
土
、
日
、
祝
日
等

・
給
与
等
…
１
５
６
、０
０
０
円

・
選
考
方
法
…
書
類
選
考
、
面
接

・
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書
に

市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
提
出

（
郵
送
可
）

※
書
類
選
考
後
、
面
接
は
１
月
に

実
施
予
定
（
別
途
通
知
）

他
申
込
書
は
、
魚
沼
市
交
通
安
全

協
会
ま
で

〆
１２
月
２５
日
㈬

問
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２・５
２
７
５

◆◆
社
会
福
祉
法
人◆

小
千
谷

北
魚
沼
福
祉
会◆

正
職
員

の
募
集

◎
募
集
職
種
（
資
格
条
件
あ
り
）・

人
数

①
介
護
職
員
…
３
人
（
介
護
福
祉

士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
）
※
ま
た
は

採
用
後
資
格
取
得
に
意
欲
の
あ
る
人

②
介
護
支
援
専
門
員
兼
介
護
職
員

…
２
人
（
介
護
支
援
専
門
員
）

③
看
護
職
員
…
１
人
（
看
護
師
ま

た
は
准
看
護
師
）

◎
採
用
期
日　

日
令
和
２
年
４
月
１
日

他
採
用
試
験
日
等
、
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
問
社
会
福
祉
法
人
小
千
谷
北
魚

沼
福
祉
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
小
粟
田
の
里
内
）
法
人
本
部
事

務
局
採
用
係

☎
０
２
５
８・８
３・２
１
０
０

16 日～ 31 日

16 月

17 火

18 水
ブックスタート小出（13:00/ 子育て支援ｾﾝﾀｰぱぴぷ）
なんでも話そう！「ほっ！と相談」（13:00/ ギャラ
リー月うさぎ（真砂屋米店倉庫２階））

19 木

20 金 市議会本会議最終日（10:00/ 広神庁舎議場）

21 土

冬の体験フェスティバル（9:00 ～ 12:00/ 小出郷
文化会館）
ブックスタート広神（10:00/ 広神図書館）
見晴らしの湯こまみ第１回そば打ち教室（10:30
～ 13:30/ 見晴らしの湯こまみ）

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258-88-0006

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

行事カレンダー 12 月

・市報うおぬまに広告を掲載して市内全域にＰＲしてみませんか？

問 秘書広報課　☎ ７９２・１４９４

有料広告の募集 !
市報うおぬま

・くわしくは、ホームページまたはお問い合わせください。

店舗
紹介

求人
募集

イベント
紹介

ご親戚やご友人など
市外等にお住まいの人にお届けします。

問 秘書広報課　☎ ７９２・１４９４

有料定期購読者の募集 !
市報うおぬま

【年間購読料】
１．1,900円（毎月10日号・25日号をお届け）
２．　960円（毎月10日号のみお届け）

◆◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
の
ご
案
内

　
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
と
話
し
合
っ
て
も
解
決
し

な
い
と
き
や
、
直
接
、
施
設
に
話

し
に
く
い
と
き
な
ど
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

☎
０
２
５・２
８
１・５
６
０
９
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きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

開
始
」「〝
あ
げ
干ほ

し
い飯
〟
の
名
物
化
」

「
元
気
す
も
ん
の
認
知
度
ア
ッ
プ
」

「
オ
ー
プ
ン
日
を
増
や
す
こ
と
や
営

業
時
間
の
延
長
等
の
環
境
整
備
」

「
若
い
人
が
さ
ら
に
魅
力
を
感
じ
集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
」
な
ど
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
多
田
さ
ん
は
、「
来
て

く
れ
た
お
客
様
や
こ
こ
に
出
品
し

て
く
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
、〝
あ
り

が
と
う
〟
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
手
ご
た
え
を
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。元
気
す
も
ん
の
オ
ー

プ
ン
で
、
お
客
様
を
含
め
関
わ
っ

て
い
る
皆
さ
ん
が
よ
り
明
る
く
元

気
に
な
っ
た
そ
う
で
、「
こ
れ
か
ら

も
こ
こ
を
訪
れ
る
人
に
元
気
を
与

え
、
守
門
地
域
全
体
を
活
気
づ
け

て
い
き
た
い
。」
と
故
郷
を
想
う
気

持
ち
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
多
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
守
門
地

域
は
「
こ
こ
に
い
た
い
」
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
場
所
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
そ
ん
な
想
い
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
長
さ
せ
た
い

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
か
ら
地
域
交
流
の

場
・
直
売
所
「
元
気
す
も
ん
」
が

須
原
の
目
黒
邸
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
こ
を
盛
り
上
げ
て
い

る
一
人
で「
元
気
す
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
拠
点
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
多
田
勝
也
さ
ん
。
元
気

す
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
自
分

が
〝
本
気
〟
で
こ
の
地
域
を
元
気

に
し
た
い
」
と
考
え
る
人
を
募
り
、

２０
～
７０
歳
代
の
３０
人
の
有
志
で
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

　

１１
月
末
で
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業

を
終
え
た
元
気
す
も
ん
で
す
が
、

多
田
さ
ん
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ

く
と
、「
最
初
は
、
新
し
く
始
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
毎
週

同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
お
客

様
も
飽
き
て
く
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
と
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
週
日
曜
の
週
一
回
し
か
オ
ー
プ

ン
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の

方
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
部
分

も
出
る
な
ど
、
課
題
が
残
り
ま
し

た
。」
と
活
動
を
通
し
て
の
反
省
を

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
来

シ
ー
ズ
ン
は
、「
店
内
飲
食
提
供
の

多田 勝
か つ や

也 さん

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
１２
月
２０

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１２月２５日（水）です。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　秘書広報課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.lg.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　
前
回
の
正
解
は
、「
②
喜き
た
じ
ょ
う

多
條 

忠ま
こ
とさ

ん
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：
２４
通
（
う
ち
正
解
数
：
２３
）

　
池
田　
　
誠　
さ
ん

　
佐
藤　
裕
子　
さ
ん

　
佐
藤　
ヨ
リ　
さ
ん

　
関　
　
清
恵　
さ
ん

　
山
田　
フ
ミ　
さ
ん

※増減は、前月比です

うおぬま　

食美　 品逸
　市内の美味しい食や魚沼ブランド推奨品などを紹
介するコーナー。今回は地域活性化に取り組む NPO
法人笑顔の里さんの「かぐら南蛮の味噌漬け」をご
紹介します。

　NO．３１

　NPO 法人笑顔の里さ
んは、地域の高齢者の人
が生きがいを持って楽し
く野山に出て、元気に過
ごせることを目的に活動
しています。地元の人か
ら山菜・野菜を仕入れ、

加工し、地域の雇用を生み出しています。
　こちらの団体が生産している「かぐら南蛮の味噌漬け」
は、細かく刻んだかぐら南蛮を手作業で丁

ていねい
寧に漬けた味

噌漬けで、さわやかな辛味が後引く美味しさの逸品です。

郷土料理のかぐら南蛮味噌とは違い、火を通さないの
で素材の食感を楽しむことができます。ごはんにはも
ちろん、炒め物などの調味料にも使える優れもの！生
姜入り、ニンニク入りの商品も人気です。
　現在地元での販売は行っていませんが、下記の電
話番号から通信販売を受け付けています。ぜひお試
しください。 日本で初めて、各家庭を巡回し農産物を

集荷する「庭先集荷」に取り組みました。
地元の生産者には感謝申し上げます。

問 NPO 法人笑顔の里
　魚沼市須原１３４０－２
☎０２５・７９７・３０１３

ＱＡ

①
ア
ン
テ
ナ

②
ア
ン
ク
ル

③
ア
ン
カ
ー

　
雪
下
ろ
し
の
際
に
命
綱
を
家
屋
や
屋
根
に
固

定
す
る
た
め
の
金
具
の
名
称
は
？

※増減は、前月比です

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

佐藤　哲夫　渋川　　　　　８９歳
大平　秀雄　長鳥　　　　　８７歳
坂内　信昭　高倉　　　　　８５歳
大島ミツイ　大栃山　　　　７６歳

若井スミエ　堀之内宮原町　９４歳
髙橋　千代　住吉町　　　　８９歳
上村　春雄　新田　　　　　９４歳
星野　トシ　桜又　　　　　９５歳
酒井　　米　下新田　　　　９１歳
丸山　常藏　魚野地　　　　８５歳
井口　光子　横町１丁目　　９１歳
五十嵐武二　沢田一　　　　９６歳
山野　　隆　中原　　　　　８０歳
久保　辰彦　虫野　　　　　７３歳
関　　　勇　大浦　　　　　８８歳
篠田　繁夫　上ノ原　　　　７９歳
水落ミツノ　上ノ原　　　　８３歳
大平マサヱ　井口　　　　　７９歳
上原　章一　井口　　　　　９７歳
佐藤　眞幸　田中　　　　　９４歳
佐藤　キミ　田中　　　　　８７歳
山田　ラク　外山　　　　　９９歳
星野　久子　今泉　　　　　８６歳
小幡　清江　長松　　　　　６９歳
池田又榮門　池平　　　　　８６歳
佐藤　イツ　三渕沢　　　　８２歳
上村　　稔　向松川　　　　８１歳

元吉　理
り た

太　淳・歩美　　　　小町
須田　悠

ゆ づ き
月　光・美奈子　　大石二

星野　美
み つ き

月　高志・沙由梨　　新田
星　　柑

か ん な
凪　貴大・優貴　　谷地町

武沢　優
ゆ ま

茉　陽・野々花　　青島東
榎本　恭

きょうや
也　大地・綾乃　　青島東

渡邉　水
み こ と

琴　尚重・友美　　　佐梨
永井　夕

ゆ い
結　晶大・千奈　　上ノ原

渡邉　千
ち か

楓　公人・千尋　　七日市
櫻田　登

と う や
也　竜次・麻里　　七日市

井川　叶
と あ

愛　聖人・優　　　雁坂下
坂大満

ま つ り
月里　洋介・未来　　　東中

大竹　桜
さ や

彩　竜徳・真由美　　新保
内山　恭

きょうへい
平　駿平・沙樹　　大谷内

佐藤　知
か ず さ

冴　章秀・綾子　西名新田

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｒ１．１１．１）
人口 うち外国人 増減

男 17,494 　 76   -17
女 18,336   145     -2
計 35,830   221   -19

世帯数 13,290    23

（１０月２１日～１１月２０日届出分）ひとのうごき

※増減は、前月比です

　
１１
月
１７
日
㈰
に
堀
之
内
商
工
会
青

年
部
の
主
催
に
よ
る
、
小
学
生
向
け

職
業
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ｇ
ｏ

ｃ
ｃ
ｏ
（
ご
っ
こ
）」
が
堀
之
内
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
し
作

り
体
験
で
ケ
ー
キ
を
作
る
女
の
子
の

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。
本
物
の
パ

テ
ィ
シ
エ
の
よ
う
で
し
た
。
青
年
部

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
気
が
付
け
ば
季
節
は
冬
。
ふ
と
温
か

い
鍋
が
食
べ
た
い
と
、
家
庭
で
本
格
的

な
「
博
多
も
つ
鍋
」
が
作
れ
る
と
い
う

セ
ッ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ポ
チ
ッ

と
押
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
醤
油
ベ
ー

ス
の
ス
ー
プ
に
国
産
牛
の
生
も
つ
と

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
が
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
！
箸
は
自
然
と
加
速
し
て
い
き
、
一

気
に
シ
メ
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麺
ま
で
た
ど

り
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。
家
に
居

な
が
ら
博
多
に
プ
チ
旅
行
を
し
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
家
族
で
鍋
な
ど
を
つ
つ
き
合
っ
て

楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
）
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こ
の
広
報
紙
は
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
適
合
す
る
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

魚沼市食生活改善推進員協議会

　

新
潟
市
食
育
・
花
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
新
潟
県
花
き

コ
ン
テ
ス
ト 

切
花
共
進
会
の
部
」
に
て
、

堀
之
内
の
原
地
区
で
ユ
リ
な
ど
を
生
産
・

販
売
し
て
い
る
渡
辺
一
明
さ
ん
が
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
県
内
の
美
し

い
花
き
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
切
り
花
生

産
者
の
作
品
を
、
花
色
が
美
し
く
揃
い

が
よ
い
こ
と
、
病
害
虫
被
害
の
な
い
こ

と
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
審
査
す
る
も

の
で
す
。

　

鮮
や
か
な
赤
色
が
印
象
的
な
渡
辺
さ

ん
の
作
品
は
、
多
く
の
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
！

新潟県花き
コンテスト

魚沼市食生活改善推進員協議会

児童絵画 今月は湯之谷小学校の児童の作品です
№

170

「のはらでくさをつんだよ」
１年  星　穂果 　さん

「もうすぐ卒業」
６年  青柳　陽乃　さん

白菜と大根とあげのあっさり煮

①白菜は食べやすい大きさに切る。大根は薄くいちょ
う切りにする。しめじは石づきを取り小房に分ける。
油揚げは細切りにし、わけぎは小口切りにする。
②鍋に A を入れ、沸騰したら大根、しめじ、油揚げ、
白菜の順に重ねて中火で５分程度煮る。その後、1 度
混ぜ合わせ３分ほど煮る。
③器にもり、わけぎをちらす。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会 　エネルギー　71kcal　たんぱく質　2.5 ｇ
　炭水化物　10.1 ｇ　脂質　1.9 ｇ　塩分　1.1 ｇ

＜だしをきかせて減塩＞
　昆布やかつおぶし、煮干しなどの天然だしは香りが良く、塩分
がほとんど含まれていないのが特徴です。また、うま味も多く含
まれているため、汁物だけでなく　煮物やおひたしなどの味付け
に使うのもおすすめです。

No.43

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

材料（４人分）
白菜　　　　　　４００ｇ
大根　　　　　　１５０ｇ
しめじ　　　　　　３０ｇ
油揚げ　　　　　　　１枚
わけぎ　　　　　　　２本

だし汁　　　１００mℓ
みりん　　　　大さじ２
料理酒　　　　大さじ１
しょうゆ　　　小さじ１
塩　　　　小さじ２／３

Ａ


